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その時間経過よりみて凍結，氷の昇華による脱水の 1 次乾燥過程と，その後の脱水の 2 次乾燥過
程が含まれるが，本論文ではとくにこの 2 次乾燥過程をとりあげ，低含水度の微生物細胞，酵素
の活性の変化をそのときの水の存在状態や脱水機構と関連させて第 1 章から第 5 章までにおいて
論じた。
第 1 章においては連続的に脱水しつつ平衡水蒸気圧 (Pe) を測定しうるような Taylor の方法
を用しU 各種微生物，凍結乾燥用添加保護物質について各温度，合水度で Pe を測定した。同一
合水度，温度の Pe は試料により，またその履歴により著しく差があり，その等温吸着曲線に対
しては既往の吸着論は適用できなかった。試料中水分は約 15 Kcaljmole の反応熱で化学結合に








(1050 C) での方法は Karl-Fischer 法など化学的方法とほぼ一致し水として抽出されうる水分
を測定しうる方法と考えられた。
第 3 章においては微少密関空間内で蒸気圧の時間的変化の測定から Pe の変化を無視しうる範
囲の 2 次乾燥過程試料の脱水が一分子反応的に起ることを認め，その平衡達成速度と Pe から各
種試料について，各温度， Pe における即時的な脱水速度を計算した。密閉空間での生細胞の脱







るととが認められていたアミノカ Jレポニノレ反応について，それが 2 次乾燥過程でお乙る可能性を
第 4 章，第 5 章で検討した。すなわち，充分に窒素飢餓した細胞は 2 次乾燥過程で敏感に死滅す
ること， 乙のときアミノ酸を添加すれば死滅を防止できること，カノレボニノレ化合物の細胞への結
合が細胞の死滅と相関することなどの結果はこの仮説をうらづけた。また，結品 α-amylase な





離して活性が 1 部回復した。各種 protease にはカ jレポニノレ化合物の結合は起るが失活しない。
amylase の活性基を基質などで保護しつつカルボニル化合物を結合する乙とによって，乾燥工程















を行ない，この 2 次乾燥過程は約 15 Kcaljmole の反応熱を有する脱水反応が中心であることを
示し，第 2 にその過程は酵母試料などの 2 次乾燥における死滅過程ならびに α-amylase などの
酵素がカ Jレポニル化合物共存のもとで脱水される過程での失活に対応するものであり，いずれも
アミノカノレボニル反応が中心的役割を演じていることを明らかにし，アミノ化合物による保護作
用，失活防止の方法を確立し，第 3 に工業的国体培養における関係湿度の管理について培養の生
理に対応する有益な指標を与えたものであって醗酵工学に貢献するところ大である。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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